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資 料

1. 議長団報告 (田中)

o議題説明

o 核特蚕において将来計画が藍大在段階に在ってvlる｡今夜会議終了後,

骸特肇有志 の提案で将来計画につ vlて懇談会を行覆いたい.

C) 議長団 と基掛事務職員 との懇談会を研究部 員会議の前 日に,従来行政っ

て きたOその中で,職員研修が とり上げ られて きたoこれを従来通 り行覆

ってvlくかどうか議論され,結論 として ｢研修旅行の予算怒とっておvlて

議長団 と職員 との話 し合いが,この部員会議中にまとまれば,今回結論 管

出す.ま とまらなければ ,次回部員会議までに両者か話し合って ,その鮭

巣を次回部 員会議で判断す る.それまでは従来通 りとし,打切 る壊合は,

その予算は研究会旅飴にまわす ことに.するQ｣

2.基か勧告 (湯川)

r 所員 異動

a 転入,採用,昇任 をL

Ir 転出,退晦

北門助手 (昭和 45年 4月 1日付で東大教養学部に転出の予定)

米沢助手 (昭和 45年 5月 1日付で東京工業大学忙転出の予定)

C･ ア トム塾 研究員

広野義之 (広島大 ･矧 ,′講師)

小川麗吾 (東大 ･理 ,助手)

生井沢麗 (成瑛大 ･工 ,講師)

宮噛 息 (東大 ･理 ,D 2)
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昭 45.2,10′- 45

昭 45.2.25- 45. 5.19

口 外L1人括碑

WilliamR.Datars (カナダ,マックマスター大学埋学部教授)

昭 45.1.1ノー 45.2.28

0 協議員会規程一部改正案

(資料参照)

ch 教官の外国出張期間延長

中野武豊助手 (昭和 44年 9月 1日か ら昭和 45年 8月 5 1日までの
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第49回研究部員金蔵蕪事録

ところ,昭和 45年 9月 1日か ら昭和 46年 8月 51日まで 1年間延

長)

o 共同利用宿舎の略称

数理解析研 ど協議OT結果 ｢北白川学舎｣と略称を決めた｡

o サ ブ ′レメン トにつvlての報告 (敬)

69年度

J紘45 ｢A General Survey of the Theory of the

Bethe-Salpeter玉子que'tiorTl｣

ノ佑44 ｢Spa七ial Cclrrelation FurlJCtions for Q,uantum

SystemsJ

j%.45 ｢FLireBalユ｣ (現在印刷中)

70年度

現在計画中の.もの

AG.46 ｢Some Topics ir了 the Theory of Lattice

DvnamicsJ

j6.47 ｢固体論の諸間鍾｣ (仮鍾)

Ua48 ｢坂田理論 15周年に匪連 した もC,:､｣

その他藩皆のでているもの

'Statistical PhySi(-3$ Of Ran(lomSyslニt9m

,･NuclearMatter

･S･econd OrderPhase T'ransitiorj

o 協議員金塊程改正に関しての議論

小沼 この結論は報告督して,意見を求 め,了承 された とい うことでV'いか.

教授会の梅成 と権限の閑静 とか らんでいることだか ら,形式的 を間藤だ

けでは 夜vl｡

湯川 このま ま決まるとわかってV,lるもので接 をい O 大学当局か ら間静 かで る

とすれば 人事の件であろ うO

小林 学内事情 %･説明すれば ,最近霊長類研究所が検成員 (所員)に拡大す る

ことが評議会で誌始 られたO食糧科学研究所では,か怒り前か ら構成 員

と孜つてい る｡実賢的には瑛在まで もオブザーバーとして助手の方 も出
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資 料

席 してお られるのでかわ りはをV)｡

沢田 基所の運営については部員会議,運営委員会で決ったことを確認すると

い うや り方は変 り覆いのですねO

湯川 学内間昏VTLつVlては協議員会で処理す ることもあるが ,その他 の重要事

項は,部員会議 ,運営委員会にはかつてい るo

議長 基礎桝の性格か らして,主旨に異論ばをV,と思 う｡

5. 所長閑静

C これまでの経過報告 (議長 (田中))

6月 . 11月の部員会議で討論されて きたが, 11月の部員会議では次

の よF)を鮭轟かでた｡

｢換り=先生停年 後の基掛所長は,基研の巨 魁的 .国内的な地位 と役割を

維持 し発展させて くれることが望ましvlo日本の研究水準の向上にも努め

て もらvlたV､o

具 体案 としては

A.佳境 5± 2年の教授を公募 し,在取*の教授か ら任,qLJ2年 (重任は可

能)の所長哲敷出す Z･･O (所長在顧中は敬啓の任期に数えをV,)

L3.蕨所か ら所長 として きてvlたた く人を返ぷ可能性 ,そO-)場合任期は所

長 として0～:仁/Li,･,fj4年 (重任は可能) と教投 としての任期 , 5± 2年の 和o

v,ずれの場合にも運営委員会が A,B のV,ずれ驚選んだか も含 めて,所長

候補 q_:原案を研究都農会議に示 し,承認驚求め るもの とするo｣

o 遷宮委員会0,7･報告 (湯川)

運営委員会の 結論のま とめ として

･実際の人の牢督出 さずvC丑が望 ましいか否かを議論するのはむずか し

レ10

･A案を 2つVC分類 した.

Al - 新 しい教授が決って, 4人の教授の車か ら所長蟹選ぶ.

A2 - 頚髄の 5人の教授の中か ら所長を選 ぶ O

･A案に対する可否投票 (無記 名)の鮭果

可 15 白 1
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第 49回研究部員会熊蕃番線

と怒り,A案でvlくことに覆った.

･又,Al,A2 どち らの方法にするかの議論があったが

1. 空自期間が長す ぎると困 る

2. 任期 1年♂､.所長 も困る

とV,うことで･ ｢実質的に A2｣とV,lう意見が多かった ｡

議長 (田中正) A案の背景では,頚状哲過渡期 として抱えてV､ると思 う.

松 田 A案では事務取扱的 夜色彩が強い O 所長事務取扱V,とい う名灯してお く

方が よい0､かO所長でvlいOl･か｡

湯川 私が所長 哲やめて,後任を決められ驚いて万策つ きた ら,事務取扱vlと

するより仕方が孜vlが,決め られるものな ら.事務取扱vtとしをvl方が

よ い ｡

議 長 事券取扱vlでは ｢魂 ｣抜 きとい うことに在るOこれまでの議論では集団

指導的 なイメージが孝った と思 う.

松 田 研究所07･所長にはいろいろを typ-eがをって･ここでは所長の指導力が

大 きかった｡事務取扱的V=変ってしま うことがいいことかどうか,私は

物性録係で よくわか ら夜 V,れ 素敵 子では どうか.

鹿川 影毎カが大 きす ぎた針ではをV'か と反省している｡今轄いろいろ改悪味

で過渡勘 vL7-きているので ,将来C1こと打過去に とらわれず,考えて･vlく

べ きで象ると思 う｡所長間藤の議論に集約 してvllるが ,基 軌 の 将来哲過

去灯とらわれず忙考えてV,lただ きたLvlo 今 までの基研礁 とらわれず,節

味 替もった ものに脱皮 していかねは筏ら夜vl過渡期でをゑ.脱皮には時

牡がかか るO急VTLどうするかは,私か若かった として も観念的 査読論は

で きるが ,学問の内容 蟹ふまえてど うした らよvlか菅決めるのはむすか

しvlo所長他人の閉経で夜 く,研究所全体か模索 してい くことが必要で

新味のをるもの%･さかし出してい くのが よvh 私がいいたV'ことは.,令

までのをり方はをり方 とし七適当に評価 して もらって,これか らは過渡

期 と考えてもらいたV,1,逆vCv,うと,vlい椋会だO全 棒の間欝はゆっ く

り考えて もらV'たい｡

宮沢 A･B案は今回たけのことか,Aをら2年 たったらどうするのかC,

松 田 今回か ぎ少だ｡
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資 料

薗川 その点 怒 もつとはっ きりさせた方が よvlの なら,そ うした らよvlo

議長 過渡期だ とい うことは,Aで もBで もそれほど強い差はない とい う意見

も出された. Aで も2期つ とめれば B的VCをるoしかし2年後ve:ついて

叉慎重 を議論がV,lるだろ うo

横山 理論研で議論 したゆPrinciple としてAがいいか,Bがいいかでな く,

しょうが をV,.とい う考えだ｡ PrirTiC･ipleか技術的 をことか脅はっきり

させた方が よvlo Aで出発 して もBに切 り換え られるかどうか ,もつ と

議論 してお V,た方が よい｡

沢 田 trarisientを状況は しば らく (1- 2年虹)つづ くと思 うO次回のこ

とV:ついて もAか 王ヨか今は判断 しVこくvlo その意味では transientを

状況をしは らくつづけ七みた らよいのでは夜いかo

田中 ･Aは常軌 では な く,現状詠誠か ら出てV,る と思 うO

湯川 transien七夜状況はそれほ ど長 くないのでは孜vlか;所員の交番は数

年車に孝J煮 ｡ そ うすれば別OT･stable'複状態UTLうつると思 うO

山口 P.に決 ら夜くて残念だが,A なら今回限 りvCして もらいたvl ｡ 童 とあ と

あいまいに孜ら夜 vlように｡

湯川 そa〕考え と矛盾するのは藍住の歩合で産着O

山 口 藍住は t-jqualの韓格だとV,うことだか らよ小 ｡

湯川 そ う了解 されるをらよい.

牧 A.f3は今回たけのことだ とvlうこ とははっ きりしている ｡しば らくた

って ,Aか 事か 怒考えると意味が変 るO湯川先生の リーダーシ ップを期

待 してい るとい う意味での Aだ｡将来 ,Aをやって もヨ的に なることか

ありうる.

山 E3 私 もそ う了解 してV,るoA をら2年の任期が終 るまでに必ず議論するこ

とを決めてかかねばならをV'｡ 2年後議論 して も解決がつか をvl場合 に

つづける｡

森 田 (正) もrar3Sientはよ くわかるO京大の学内の先生が何人 もいらっ し

ゃるのに,Aに在ったのは どうい う理由だったのか,併任教授や運営委

'員の方がい らっ しゃるのVLど うして甥職に限ったQT･か .

牧 森 EES氏のvlわれたことは,ここではB として考えたのでは･夜いか,特殊
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第49回研究部員会議義番線

を例では数所の所長は蝉学部教授で,数断では併任 で奉る｡そ れを除け

ば森田氏のV'われた0::はfi0

湯川 それらがこれまで議論されをかったのは, A･f3を 考えてど うして も適

当で夜vlとき,B′.Cが考え られたのだろ う｡考え る順序 としてそれが

でてこをかったということでは覆いか ｡

議長 森田氏の提案を secondする人は ?

森田 (正) 私の考えはむしろ ASだo

議長 在租の教授とV157.のは,どうい うイメ-ジたったか ?

玉垣 私は基研教授とV'うイメージを もった O

山口 前回は道営委員会vc委せたので按 たかった か｡

rj､沼 議幹の進め方は,前回の遵営委員会 の経論 を了 承するか否か O了承 しな

い夜ら,Aかf5かの逆の案が新 しい可能性 を考えることVCなる｡

湯川 よほどの理由が7:" かぎりASや f{′がでて くるのは前回 の吾に貞会誌の

決定VEL_反する.

議長 運営委B会がA案に在りA26'こ支持か多かったo formal を適用は今回

vE:限る.採択Q;.方法挙手か否か ? 挙 手で決めた ことば rZい が｡

山B=三 2年になる前に議論をすることを前鮭V=Alか A2かの deもailは運

営委員会にまかせればよV､O

湯川 次元0二苗V,詣では孜いが,手続 き上 ,Alでは事務取扱V,哲つ くらねば

夜トをvT.0

択臣 研究者側のわがままを通すことに鹿川先生が努 力して こられたが ,これ

からは外に対する (対文部省をど)交渉 脅考えると,在るべ く事 務取扱

いで葦,.くしてはLvTIo/

板橋 ｢在職の教授の中から｣蓉前提 として議論す るQ=･か O基研専任の教授 と

確認するのか,その下でのAB密議藤す るのか｡

議長 Aというとき_,､その了解の下で運営委員会が決めた と思 うので ,在取 と

は専任と解釈した.0

位田 2.年たって,教授ポストが空いて 夜 くて もBの可能性が あるか｡

慧諾)必ずしも不可能で蛙を-Oある巾を もたせ れば , ､
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位 田 暫定的 VLAでvlくとvlつで も技術的に困難だか ら , Aでいつ まで もvlく

ということVC.覆っては困 るO

森田 (章) Al と A2は技術的を間藤で按をい｡どちらか密決め るべ きだ｡新

教授をとることが決ってvlるの 怒 ら,理念的には新教授が決ってか ら決

め るべ きた.新教授か夜か75:か決 らたけれは現在の 5人か ら決めるとい

うこと躍'した らよい｡

議長 逓増は今回に限る とい うことで ,まず運営委員会の結論である A集に賛

成か ど うか採決 をす る｡

玉垣 採決t,T.運営変員は参加 し襟vl｡

採決 ¢､定巣

A案vll,一 賛成 2 2

反対 1

保留 5

窒 BS Aは 2年 %:-transier3七に決めたが ,新教投が替佐す るの托 1年近 くか

か ることを考える と A2 が よい O

森 EE(餐) Al として 6月に決め られなければやむ替えず A2 VEするこ ととし

て ,それまでは努 力すべ き｡

湯川 6月にた とえ決め られて もす ぐ着任で きる ことはまず 覆い｡

宋包 湯川先生 かやめ られた後.基掛の慮宮上,事夢取扱vlで よいのかO

森 ES(翠) 私は重要 なポス トだか らこそ ,枠 替拡 げて考えた らvIVlと思ったO

阜V'段階 で決 る ことを念頭にをvlて発育 したので ,むずか しい をら私の

意見は と り下げ %,o

事務長 早 くて 10月頃 ｡

汲川 半年か ら敏合に よっては 1年かか る｡

山 田 deもail といったので技 術的だ とvlつた針では夜い,筋 と誰 かvlわれた

'が ,す じの問題では をvl,長い間空白期間 驚かか 夜 vl方がいいとvlうの

も広vl範囲か ら選びたvlとい うの も,希望条件であると解す るOここに

運営委員の方が多 く出席 してお られ るので ,聞vlておいてvlたた くとい

うことで再び提案する｡

r｢これまでの意見を運営委員会に伝え,決定を運営委員会にまかせ る｣
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山田提案の採決結果 (運営委員は採 決に加わ らをか?良)

支持 19

反対 6

保留 5

抜上の絵巣 Al か A2 かの決定智運営委員会に要せ そことIje在った.

4. 新研究駄員の承認

･◎素粒子 ･原子核熊 係 (改選 1 0名)

① 大 賞 義 J郎 (多大 .理)

④ 益 川 敏 英 (事大 .嘩)

③ 松 本 賢 一 (金釈大 .辞)

@ 栗 山

⑥ 永 田

⑥ 中 野

⑦ 酉 島

⑨ 川 口

⑨ 古 市

⑲ 山 本

惇 (九大 .琴)

忍 (京大 .鞄)

重 夫 (大阪市大 .理)

和 彦 (束オ .軒)

正 昭 (阪大 .基礎工)

進 (立大 .埋)

邦 夫 (阪大 .教養)

1. 並 木 実善雄 (早大 .理工)

2. 中 川 昌 美 (名大 .埠)

5. 池 田 清 美 (泉大 .啓)

◎ 物性 論酔係 (改速 5名)

① 勝 木 渡 (信州大 .港)

⑨ 渡 部 三 雄 (葵北大 .翠)

③ 立 木 昌 (束北大 .金研)

④ 宮 原 将 平 (北大 .坪)

⑥ 中 野 藤 生 (名大 .工 )

次 点

1. 三 輪 浩 (阪大 .理)
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資 料

2. 中 嶋 貞 雄 (束大 .物性研 )

5. 長谷川 正 之 (東北大 .聾)

(註) 次点者が素数 子 ･物性 とも5人ずつ同点で番ったOT･で,順位をつけ る

必要が掛る旨指摘 された.議兵団が,部貞が一部大学結集由Lをいように

考慮 し,素粒子部門では,並木美音雄氏 を次点 1位 とし,残る 2名vC:つい

て抽墓の結果 ,中川昌美氏 を次点 2位,池田清美氏を次点 5位 と鮭案,物

性部門は ,三輪浩氏,中嶋貞雄氏,長谷川正之氏 UL71膜と挺案｡これにつ き

｢かつて地域訴整は行 筏わなV'と決めたことがをる｣とV'うコメン トがあ

ったが,今回は次点 ･同点者の順位の閑静で きるので,議長巨｣0,7挺集適 9

承認するこ ととした｡

5. 外 人 招 碑

別表の各人につ き関係者か らそれぞれ説明が奉った｡

湯川 F･lato,S+uer-Pheimer:SiJr10na-:･5氏は invi七atiop-と,滞在資の

supportが象れば旅箕は フランス側で出frとvlうので,そ F)い う可能

性 があるとい う返軍曹 と中毒,･,えず出した｡満在盤は出すに して も,5人

_とも出す とい う必聾は覆い と考えてvlる.

宮沢 外人若手の fellowship的夜希望が出ているが,外人団 の fellow-

shipを穣鹿的忙考えたい｡

河原林 A.班.Brettは ,横山氏か ら間vlた と貰って本人か ら fellowship

を申込んで きたが,一応 ことわった｡

議長 特V=コメン トがなけれは,あとの人選は運営委員会にまかせ る｡

滞在希望者

外巨人滞在希望者一覧

氏 名

Prc)I.M.F.1ato

Prof.P.Sternheimer

Dr.A.Simon

所 属

Hl批 ≡ca●re ･Insも'i

Dr.N.M.Nieto NielsBohr =nst.

Pros.D.B.Lichtenberg 工ndianaUniv.

ニ̀141-

希望薄霞 提 案 者期

J70.8 J(粉 川)

′71.1-8 (湯川)

′70.9 (敬)



Prof.I.Schwir).ger Harvard Univ.

Prof.i.Halpern Univ.ofWindsor,
(Canada)

原子核関係

Pro壬∴ J.Eicbler

Prくつf.M.fiarvey

Hahn-Meitner =ns七.
(W.Berlin)

ChalkRiver Nucl.
Lab.(Canada)

物性 鋸係

Dr.P.C.Hohenberg ]〕ellTelephone Lab,

Prcf..Lil.Pines Univ.C.f =11inois

Prof.A.A.Abrikosov Aca_a_eTLy Of Sci.of
USSR

Prof.ど.Choi Urliv.of North
Carolina

Dr.P.W.Arlderson JBell TelephoneLalc.

Prof.冒.Meye)r DukeUniv.

Fellowship的 を Posも-の Application

Dr.K.Buchner

Dr.P.Rotelli

Dr.C.Vossler
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′70.4-5 (宮沢)

′70.7 (内山)

′70.8-ll (田中.-う

′70.4 (玉垣)

′70.9 巨鮫再)

′70.9 (松 田)

′70.9-10 (松 田)

′70.7 (武野)

′70,9 (松 だ)

′70.9-10 (永富)

Max-Plar!ck =nst.

(M丑HChen)

tmp声rial College
(London)

ArgonneNatiorlal Lab.

推 薦 者

′7ロ秋から (中村 戒)

'70.10or (Prof.P.1T.
J 71.9 Mattews)

1年or半牢 (宮沢)

尚,昨年 1,1月の部員会議で名前の出た Ogloven氏は とりさげ,他に

A.班.Bretも,F.Capra両氏か ら Fe11owship的を申し込みが あ ったが,

困難だとい うことで一応断わった ｡ Capra氏は学転に apply Lたい とい う

手紙が きている｡

占. 研究計画提案

長期 ･短期研究計画の提案者か ら,それぞれの計画につVlて説明があり,
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質疑がおこ覆われたO

モ レキューJV型計画の個 々の説明は･時間が足 り夜いため,イ ン ア オー マ

Jvミーティングの中でかこ覆われ ることVC覆った｡

予算 と要求 内容VCついて基研側か ら次の通 り説明があった｡

旅費予算見込額 690万円 A

研究部員会議運営委員会 110

所員 自由研究 鼻

旅資つ き懇談会

鞍鼻研修
iX

(A-a) ニ2一5↑
× 556万円

年間予算の うち今回配分すべ き割合

旅責要求敵

長 ･短 ･モレキュール 502.5万円

ア トム型

校 喪要求額

258.8

計 741.5万 円

169.4万 円

(註) 1)議題 .1 参照

2) ア トム塾研究賢帝込 うちわけ

魔 ~､ 数 52名 勘 ~ p間 所属大学分布

七.1 7 1～2ケ月未満 16名 東大ー 14p

rJ2,. 6 2 10 早大 5

ID5… 6 5_ 5 北不 2

他 1人づつ 9

討論の鮭栗,ア トム塾につV,ては議長が次の通 りま とめた｡

1) あま り長期間の希望は遠藤して もらう｡
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2) 研究条件の藤里 ところの人を優遇す る｡

5) はじめての木を優先

4) 貴考は 覆るべ く率こなうべ きで夜いが,抽選をするほど簡単化す るの

は閑静だ ｡

5) 同じ大学か らの希望者が非常に多V,ことは考膚すべ きことか も知 れぬ｡

5時か ら6時 50分まで素粒子 と物性の 2つの グループVC分かれて infor一

皿almeeting 密行夜った｡

1
]

1
一｣
ト

].17.

7. 研究計画決定

infornalmeeting座長の親告

長崎 ｢惑星闇空間物理学 と太陽系の起源の諸間置｣ と, ｢宇宙空間物質の研

･究｣ の 2つの研究会は,宇宙所に申し込んでは どうか とい う意見 もをっ

たが, ギ リギ リの鮭 とは,どの辺までいけ るかを議論 したo ｢素粒子の

車い相互作用｣は,研究会が後半をので,その分は後半vCふ たた び申込

んで くれ るとY,うので 20万円にした｡

核梅迄は,後半にまわした らよいとvlうことで見送ったOモ レ キ ュー JV

塾は,全体的に給花的vTL在った｡

森 田 (章) ｢物性若手夏の学校｣と ｢物性若手に よる研究会 ,物性物啓学及び

それVEたプ さわる研究者 の現状批判｣に議論が集中した｡

｢夏の学校｣の講師等に支払われるお金 を,基所の暫用で出すのは,敬

が通るか どうか疑問 も象る.

｢多体系量子論 と天 体｣は ,計Lgil自体が控 え目で,挺案 どうりに なったO

｢分子結晶にかける相転移 と分子運動｣につV,ては,プYッシャーがか

か りす ぎたか もしれ 覆いC

｢物性若手に よる研究会 ･物性物鞍学 ･･･-｣ VTLつV,ては最終的vcは, 間

藤提起は よくわかる｡成功するかど うかの危険率は粛中のだけ.れ と,檀

話人に準備を徹底 して もらうことで ,物性 の側では一応認め一ること忙な

ったO額 としては,これiBj上削っては意味 を失 う.

玉垣 ｢骸構造｣陀二関して, 9月VC研究会 を開 く予定だけれど,それ までに準

備を充分にや りたい と考えている｡ 6月VL掛究計画が通るとvlうことに
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在れば ,準備のスター トがお くれ串ミちに覆るので,､今回認めてほしいO

全 体として, 7掛 け, 8掛 で計画が認め られたのには疑問があ るoJr素
粒子物韓学年将来｣は大幅に減額 されてV,るが,それで研究会が出来る

のか?

又, ｢物性若手による研究会 ･物性物理 -･･,･｣より, ｢核構造｣の方が

計画 も練れているし,優れていると自負してい るO

骸構造 が後半再提案にまわ らねば な らない理由が納得で きをV,.

末包 ｢核構造｣は,部員の原子核 隣保者全員が提案 してV,るのだか ら,最優

先 されたい｡

～ それは よくをvlの声 一

叉, ｢物性若手に よる研究会 ･物性物理-･･･｣につvlて,物 性 の研究者

の方々は基華 かお金を出して,現状批判 窄してもらわ存折れは 夜ら互い

U.~･)か o

小沼 ｢敢vl相互作用｣は計画か練 れて V,改vlか らとV'うa1-,lで夜 く,後期に申

し込んで も,研究会の時期か らみて闇VC蕗･･うと判断 したのた ｡原子核 の

方 も,計画が練 れていないとvlうようには考え られ夜い方が よい.

末包 そ うは考えてV,ないO

昏田 後半に申 し込む ことで一,自分は了承 した｡

板砕 ｢芋昏空輸勉償 のか究 ｣ の 挺案説明者が, =工げGrrqalmeetir"gには ,

出てこ られをかった｡叉,参加者 も,京都地区 25名等 と書 いて象るに

もかかわ らす,代理 の人 も出てこ孜かったのは .おかしvt.

巴中 (蕊) C壬Cの実行委員会が名古屋で行75:われてvlるので ,そ こ-参加 し

ているのではrzいか と思 う0

枚轄 やは 畑 説明に誰か出て きた方が よかったO意義等驚論 じて V,るのでは

をvTl.

田由 (-) 一律 6掛けで とうるとvlうより,息vl切 った ことをした方が よい｡

組み直 した らどうか｡

山田 これまで時限菅かけてvtるのだか ら,組み直す怒 らもつとつめて議論す

る必要があるO

木下 ｢素粒子扮軍学の将来｣ につvlて,昨 日の部員会議ではか 覆り支持がを
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った｡

25万 までは削 られて も,夜ん土かやるが,今のままでは とて も困るの

で ,復活要求す る｡

長崎 ｢宇宙空間物質の研究｣を後期にまわ し, ｢物性若手に よる研究会･･･｣

をやめて , ｢核構造｣を復活 した らど うか｡

玉垣 提案者の一人である有田氏が後半にまわす こ と哲了承 した打たか ら,穆

構造は後半再提案で よいOしかし,計画が出たか ら認めるとい う必要は

をV,-.不充分孜計画は認めず ,再検討 vE附すべ きだ｡

｢物性若手による掛究会--｣は後期Vこ再投薬でど うかO

田中 (-) ｢物性若手VCよる郡安会--｣ をお とし, ｢宇宙空間物質の研究｣

は字嘗餅で行な うことを試みてはどうか｡

田中 (正) 部員q:-1提奏 した計画は優先 してほ しvtとい う発言に対して,笑い声

がi'･､つたが,数年前まで折,離農の主 体的を計画立案の必要性が強調さ

れた｡

松 田 ｢素粒子物晦 学の将来｣に対する Informal lreetingでの評価は ?

草, (後半)とvlうのは, 自動的に認め られるとい うことか O 全 体とし

て.プロジェク ト的 複もeL,日,'=かた よ りすぎているQ11で , ｢甥状批判｣の

ようを掛4't'会を静観的にま-したvT.とい う意見 も =nformalmeeting

でをつた ｡

小沼 (後半) とい うのは,再鮭案するとい うことだ.

田中 (-) 翼状 を考えてみ よう,批判 しようとV,うたけでは,研究会は成 り立

た をvlo そ こに何か とつかか りが をけれ接 な らをvlo

研究者批判 とは どうい うことか｡

長 岡 暗 中模索の時代ではをると思 う. とつかか り,ひっかか りとV'うのは何

か具体的に形に 在った ものでi･Jる必要転覆vlc

森 毘 (翠) とつかか りのあるプロジェク ト的 を研究会で透ることは覆い.提案

者の自由を発想で , 研究会 を開き,そ こか ら出て きたものに対 しては,

厳 しく,見るとい う操作脅してゆ きたいO

成功するかどうか,危険性が蘇る研究会を supprrtするべ きだ O

漫川 ｢物性若手による研究会--｣では,半分以上は,自己批判になるだろ
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うと思 う.他者を批判す ることは.同時に 自分密も批判することも含ま

れ るし,それならば ,意義のあることだ.

をる部分の人が,ある部分の人を批判す るということは,全 く,根本

的 夜ものには怒 らをvlo

武野 ｢吸塵 若手かてよる掛発会･･････｣の提案者 とよく話 し合ったのだけれど,

'自分は ,自己批判等の関越は自分の間藤 としてとらえ,日常考えてい'く

べ きことで,軒 発会を持つことはをV'と思ってvlたのだけれ ど,自己批

判 をも含 めて,新しV､ものを壁み出す方向Vこ'持ってvlくとい うことで参

った0､で.支持ケそし,皆さんqcも,支持 して頂 きたvl｡

EE申 (正) 危険性の高いものをやめれば よいとは苦っていなvlo部 員の方は現

状 を,どう恩V､悩んでV'その か,若vl人に どう息V,悩ませるのか,若手

6-:車に飛 び込んで議諭してV'くつ もりか亘るか とうか,素粒子の問鮎 も

含め七,嘉一聞 きしたいo特Vこここでvlう ｢若手｣Qr助手層で 参り,いわ

ば 中堅だO ｢や らせてみては｣とV,う第三者的態度で転困るO

松 田 若手 ･古手()._jl年令で腔分け られ孜vl｡

断絶 とV,lうより,研発着間に意見の連V,が苗LるとvlうことだO

長岡 ｢思vl悔む｣とい う事 を持 ち出して議論す ることが夜かった｡悩みの顕

在化,邑己批判等,自己Uー内面的 を簡匙 とか らめて,出て くるのは必要

で S_'った.物性研究者は出て来た ことにとまどうと同時に,必要 孜 こと

だ と態 じている｡

島崎 ｢字俸空隙紛質CT研究｣, ｢素粒子物埋草の梅来｣, ｢核橿 造 ｣, ｢物

性若手Vごよる研究会･--･｣に対 して座長 ･議長で相談した らど うか ｡

後 置 ｢素息子物私学の将来｣をどう評価 されて vlるのか一o間藤は なかったの

か｡

EE;申 (正) 三者 (宇宙線 ･素粒子 ･轟エネ)Vギー)の研究内容に於 る交流菅,

若手がや るとい うこと軽,評価 している.

玉垣 物理qT･次元で討静が覆されてvT.るので認め られる｡研究会葱 12､月Kや

って, 6月にやるというのは,暗勘 としてはやい よう夜気 もす るが,莱

新聞匙の進行か らしてあまり遅 くなvl方が よいと憩 う0 20万では少を
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小沼 昨 日の長谷川さんの説明をきvlて ｢宇宙空間物質の研究｣は,研究会の

時期が重要 を要素だ と思ったOだから,後半に再提案 とい うのは,よ く

をvlと思 う｡長谷川氏が公用出張 とい うことで =nformalmeeting

VTL出て こられ夜かったのだから,出張先 と連絡 して原案でよいか どうか,

宇宙航空研 vCまわす可能性がをV,かた しかめた らよい.それUTLして も,

東部地区参加者が 25名 もvlるとい うのVC.,一人 も tnfcm,al meeい

ingに出て こ られ覆いのは遺憾だった｡

｢惑星間空間物理学 と･･････｣VLついて,宇昏所でやれ夜vlか と,打診 し

たのだけれ ど,ダメだった.この研究会は認めてほしいO

木下 議長,座長で若干の手直 し葱したV,. ｢物性若手夏の学校｣t･pJ-ついては

どうか ｡

森田 (章) ｢物性若手夏6-学校｣に 0解答は しのび 夜 vloしかし,これは,前

例 としなvt｡

牧 ｢髪 の 学校 ｣的夜ものV=,お金蟹田すかど うかは, 10年程前に議論が

あったOその時按 ,講師等の致用密基掛か ら出すのはかか しい とvlうこ

とであったo素粒子に駄 しては,科研乾か ら担していたQ昨年は ,科研

賢を返上す るとい う特殊的夜事情があったOlで認めたo

物性に甚 しては ,昨年の板を上回そのほおか しいとい う印象を持つ｡今

回で打ち切 りに した らよいO

田中 (-) ｢とつかか り｣とV,う私の発言について意見が出たO私の言V,たか

ったのは,批判は ものを生み出すための もので急ければな らたいので#J

って,今 まで様 々をところで覆されて きた所謂 ,批判が必ず しも,生産

的では 脅かったため, ｢現状批判 ｣ につvlて疑問菅もってV'.るので歩･るO

小沼 モVキュール塾 ｢partial WaveAnlalysis for Pion Phc)もop-

rod.uction｣ は ,額研の理論部か首エネルギー蔀で取 り上げ るのが適

当ではをvlかO

-殻に他の共同利用研で も',振 り上げ られ る可能性 を,探 るべ きでは覆

いか｡モVキューJV塾では決定が提案説明者の云われた ミニマム以下の

額の もの もあるが,復活要求が出覆いのは ど うV'うわけか.

山田 本来 , ミニマムは きちん と決め られるものではをい O少 を くて も,をん

-148-



資 料

とかやってい くとviうことだ｡モVキュー )V 型が非常に増えているO討

論の仕方蓉考える必要がある｡

長崎 共同論文の審査のようVTL茂ってしまった . 前 もって座長と,提案者の

contactの機会智作る努力がをされ る べ きだ｡

木下 (議長) 他の共同利用桝でやられるべ き 性 質の研究会は申し入れる｡

モVキューJV等に推して,Vフェ リ ー の 制度 管とり入れるO

夏の学校把捉しては,′今回は,この ま までゆくO

久保 質的を討論蓉含めて,申し入れ 密 し た方が効果的だ｡

7.研究計画の決定 (且)

議長団 より修正案の･振舞があった o

修正点 .r･･-･.現状批判｣ を後半V:再提案して もらう｡

説明 ;この様 夜研究会の意義は認め られるが ,部員会 としての討論 も十分で夜

V,<Q二で,世話人 がさらt･'L'準備を進めた上で,再提案して もらった方が よ

VIo

｢宇宙空階級 架｣につvlては世話人 と連絡 して調べた鮭巣,今年度寝,

今年度限 りとい うことで,宇宙桝で行をわれてお り,来年度は基掛で去･

敵いしたいとい うことで亘ったO時期vCついては 12号物質OT粧巣が出

る階数 との酪連 も薮 .b,是非, 5月 とのことでをった｡

修正投案 の通 り決定 した (別紙)

そ の後,絞染の計算資について,田中-氏か ら提案があった｡

｢計算欝の使用転校資 と異 覆り,予定がたた覆いことが多V1,0そのため

効果的を使い方をする上で,何か工夫 した方がよいと思 うO,計算資の場

合で もこれを用vlる仕事は Projectとして,研究部員会議で審査をう

け浸ければ怒らをいか,その額の検討は別の磯隣を設けて換討すること

にしては どうか.今回の計象静vCついては,従来の方法でよvlが,6月

に具 捧案管搾って提案して もよい｡

議長 他の共同利用研究所 との関係で,旅致 ･計算資に関して .部員会議 とし

て意見 をまとめたい｡

最蛤 議長か ら部員会議Q'･意志を伝えては Lvl.
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資 料

昭 和 4 5年 度 前 期 研 究 計 画 (決 定 )
第49回研究部員金串吉夢車轟

2.電磁相 互 作用 と弱 い相 互 作用 か らみた核 構 造 o広 岡正彦 ,大坪久夫 ,高梧耕 土 18(50■) 25.4(25.4) 9月 or10月 (計算 資 十賃金 )

-究計画 4,散乱 替論 を中心 とした強 い相 互 作用5.素粒 子 の模型 と構 造 o細 田昌孝 ,-高木 等士桑 .,鹿 野直樹 .石 田 晋 .植 原正 行I大貫 義郎, O牧 二郎 ,益川敏 英 25(50)20(55) 6月.中旬 と11月 中旬9~月 下旬

長 期 予 算 ,j＼ 計 96(181) 59.4(59.4).

短蘇柄_餐計圃 1_牧性 若 手夏 の学 校 EE,村 良雄 , ○高山 - 10(2ロ) 15(15) 8月 .拝ロ勧告)

2.工叩 .arc.icel 白roup-表の応用 と_批 判 森 田克点 , o宮崎 息 ,中沢宣也 15.(20)2.0(50) 6月 C)rワ月

5.1970年度 5着 若手夏 の学 校 O根 本文 記 , 日下たか し,′ト池 和 男 8月上旬

4.宇宙空 間物質の研糞 武谷 主男 ,､本 匡推健 , O長谷川博 一 7 (7) 5月末 .9月申Or上旬早/1ト-12月 1::-1で鞘瀞 爵)後期 vE革提案後親に再 鮭案

5.策粒 子 物麺学 UL:.,将 来 野 巴二次 男 .小勧義夫 ,J ーO 二宮勘輸 . 20(50)

6.核 私道 一 新 Lv,原 子核 像 G'I:追求7.多 終幕量 子論 と天 捧 大坪久夫 I宋 包 畠太 ,高田健次 郎 ,森 田正人′,苗木 修二 ,臣 中 一 , O玉垣良三≡林息 四郎 ,玉 垣 良三 ,中嶋 貞雄 , o恒藤敏彦 (55)9 (9)

_8.分 子鮭 晶 喧かけ る相 転移 と分子 遊動9.物性着 手 に よ る研究 会 ｢物性 執 筆と学 及 びそ O本 間義旗 ,山 東常信 ,片廠洋右 ,中村._伝,伊藤 光男稲垣 卓 .井上 政 義 , 小川 泰 ,大成達 夫 , 1 0 (2 0 )( 2 0 )- djj7.月 中旬

れ vCたず 琶お る研究者 の頚状 艶 判 ｣ ?蔵 本 由紀 ,杉 原敏 夫 ,永井克彦 I山田知 司~,米 沢 冨美 子
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参 加 者 旅 費 (請求額) 校 費 (請求額 ) 備 考

レ

キ

ュ

ー

ル

塾

研

究

計

画

1.1f-2p shell核 の構 造

2.第 二笹超 伝導 体の輸 送現象 及 び超 転義 転移 点 近
傍でのゆ らぎに髭す る問慶

5,非弾性 舘域 で の ｢啓 子 一啓 子系-の Kantor三振 巾｣

4.Generalizel Potentialと素粒子交換 の構造

5.B-S･方蕃 式に よる核 力の分析

6.a的 4鉢相 韓 と分 子的構造

7,枚 棒金 廃の電 子状態 の研究

8.電 子閣相 関 と輸 送 甥象

PLPartial Wave Analysis for ‡⊃ion
PrGduction

10.原子核 における多 体間 を

lllWbary二,n 膜塾 に よる素粒 子反応

12･Mult･iple Production の研究

15･核 内の有効相 互 階用 と f-pshe11核 の額 構造

14.Progress Supplement IIstatistic)al
of Random Systems"編 集 と将 来

.i-1･翫 二品 :

末 包 昌大,由良忠 義,佐 々木潔 ,殿壕 熱 ,田沢輝武

美木 和美 ･海 沢萎遠 ,高山 - ,武藤芳 雄 ,能萱琴 七 ,
大塚 秦 一郎

古 市 進 ,末 光 博 ,五 和太郎 ,米 沢 稜 (他2-⊥5名)

木 下紀 正 ,志賀邦男 ,江角弘道 ,川路 守 , 小林 正典 ,
末 光 博

室 田敏 行 ,野 田松太 郎 ,伊藤仁 之 ,渡川健 ,田中富士男

樋満 幅 ,赤 石義紀 ,阿 部恭 久 ,堀 内 承 ,久保寺国情 ,
滝 川 昇 ,鈴 木宣之 ,東本文記 ,上村 正康 ,福嶋 義博

渡 部 三雄 ,遠 藤裕 久 ,松 田博嗣 ,田中 実 ,長谷川正之
小川 泰 ,米 沢 冨美子

森 聾 ,都築俊 夫 ,福 山秀敏

飴 野貴 明 ,横 見博 之 ,佐 々木祥 介 ,鈴 木俊 郎 ,中村輝男 ,
山下 信之

庄 野義之 ,栗 山 博 ,西山栴鼓 ,宮 西敬 直 (+a)

芝 口隆義 ,岩泉誠一 ,橡 岡武夫 ,坂東 昌子 .豊 EE文彦 ,

吉 田俊博 ,二宮勘輔 ,井町 昌弘 ,沢 田昭手

中弛和男 ,森井俊之 ,門 田艮実 ,′J､林 昭三 ,小林 誠 ,
野 田二次男 ,山岸恵 治 ,葉 仕 平 ,鍵 山茂徳

小川建吾 ,久保謙 一 ,永 田 忍 ,宇 田川猛 ,西山積量 ,

糸 永 一恵 ,元場俊雄

米沢 冨美子,放尿武生 ,松 田博 嗣 ,武野正三 ,長谷 川洋 .
斎藤 基彦 ,福 山秀敏

8 (15)

5.5(55)

7 .(10)

5 (6.5)

6 (8.5)

10 (15)

ll (15)

4.5(5.5)

6 (10)

7 (10)

7.5(ll).

5.5(8)

7 (1D)

5 (6.5)

5 (5)

20 (20)

5ロ (50)

50 (50)

5 (5)

20 (20)

(賃 金 )

〔計算 資)

(計算 &')

(計算 顛)

/j､ 計 95(157.5) 11 0(110)

合 計 275(502.5) 169.4(169.4)
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議長 を Vキュー JV(9)PartialWaveAnalysis forPicBn Photo

productionは凝析 ESで データを 出してか ら Analysisを終 了する

まで,本来は核研の プロジェク トして取 り上げ るべ きものだ と思 うが ,

現在の 実数 チーム毎vcバ ラバ ラVEAnalysisをやっている実情 %･乗 り

越え る事が か りとして,投 出された ものとして ,今回は特別にモ レキュ

ーJVを認めた ｡ しか し,今後は核 研で この様 夜 Analysisの間欝に積

極的に砺 り組む ことを考えてはLvlo

小沼 骸所の核理専門委 とES専門委で も考えて もらvlた いか ,基節 と核研oT･

チャンネプレとして玉垣氏か核研′｣､委vC出てvlるので掛究部 員会議 eフ意 向

として ,核 研 小委ve伝え ることに した らど うか｡

玉垣 チ ャンネル としては努 めたvl.モVキューJV計画の本人に も議長か ら伝

え ,努力 して もらvlたvl｡

久保 私倦人 としては , この件 の事情 ,この場の零囲気は よ く理解で きた と思

うので,杉 所に帰って報告 し.議論 したい と思 う｡

8. 所 長 問 趣

26Ei夜の運営委員会の帝告 (牧 二郎氏 が所長俣鶴者 として洪はれ信任され

た こ と)が所長か ら行 75才 れたO

議長 (田中) 所 長甚 出についてCT前 回の議事録 の ｢離農会議UrIかけ る承認｣の

意味がはっ きりし夜vl｡ これ までU二L.所長達者CI･仕方6,7替料に よれば,場

.合 UE よ ってや り方か変っているc

EE悼 (- ) 前 回 に よ るとすれば ,原案管出して,承認 して いただ くとい うこ と

だ と 思 う ｡

議 長 今 回 は 前 回 の 議事録 の決定V=怒らV,,可 否 投 票 す る こ と に す る O

運 営 委 員 を 除いて研究部 員 と所員で可 否 の 投 崇 を 行 な っ た ｡

運 営 肇 貞 会 の原案につvlて可否投票 の 結 果

可 21

白 菜 5

24

議 長 湯 川 先生 が所長を倉やめ UT覆られ て も , 学 問 的 孜 面 で は 従 来 通 り , 基 礎
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資 料

研にかV,て研究 をお続け に怒 り,我 々を推量 してV,かれるとV,うこと蓉

前提に して,これまで考えて きている｡この点につ き意見を出 してほ し

い .

田中 (-) 私達研究者 との接触 を保ってい くための保障をJ,所内では どのよう

に検討 しているか,退官の記念事業 も含めて どう考えるか, もしそれが

基所 と匪係する怒 らは掛究部員会議で も討諭 した方が よV1.

枚 所員の考えは,前回,前々回Vこも去･･伝えしたか,湯川先生にはひ きつづ

き基桝に来 られて,掛究 ･指導を してV'ただ きたいと考えて vlるO今 ま

で通 り,今の都塵菅を使vIVTtlTZ:り,これ冬で通 りか仕事 管つづけていた

だ きたい｡秘書 をども今 まで通 りにそのままでやってvlただ きたV,｡基

節 が幸せ まに在 りつつあるという点で,鎗川先生は衛心配か もしれ怒vl

が,新館所長室 も所員用 に使 う夜ど,や りくりはつ くと考えて V,るO

記念事業 については,小林稔氏 より,い きさつ ,鏡検 孜どにつV,て報告か

あ り,それにつ き質疑がなされた｡

9. 所貞公募 VCついて

助 手

① 北門助手

吃 ) 米 沢助手

③ 中野助手

4月 1日付転出

5月 1日付転出

45.9. 1- 45.8.51まで海外出張 √･ところ

46.8.51まで出張延長 となったa?で .45.9.1-

46.8.51までその間管休職 とし,その間だけの助手

を公募す る可能性が &,る｡

④ 教 授

湯川先生のをとの教授

以上 ,4つのポス トqrつvlて討議 していただ きたい旨,所長か ら報告があ

った｡

助手veつV'て ,

宮沢▲文部教官 として外包人が とれるか ら,それ もお もしろい.と思 う｡ 東大で
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では,多少てまどったが文部教官に採用で きた｡

森田 (餐) 寅北大 ･金研で もドイツ人が助手に怒った ときV,ている.

鼓畏 中野さんのあとの 1年 とV,う期限つ きとい う場合,外国人とい うことも

考え られ る｡

牧 中野さんの孝,と post doctorate fellowship的 を一年任期の助手

として きてV'.たた く.基研折おけ る dutyは重 くなら夜い程度に果 して

vlたた きたい とV,うことは,前 回の部 声会議で もでてV,たO

議長 短かvl期間の任期があるものに分野指定をするのはむずかしいのでは 覆

いか｡ /

牧 現在の状況から判断して,か 覆り多 くの応募者がを%,だろ うか ら,上の

① ㊤ の方を選考 し,順位 をつけて ③ を選考 とV,lう方法 もを そ ｡

議長 ③は分野指定をしないで運営委員会にまかせることも考え られ る｡

山田 外国人を とるか どうかちゃんときめておかねば をら複い ｡ 実際 ,外国 K.

公募すると在る と,相当大変だろ う｡

宮沢 外匝人滞在資を希望 している長期61人に適当役人が奉るか ど うか を検討

しては どうか｡

小沼 外人の場合 ,一般公募はで き覆いか ら,今でてvlる 4人の希望者 に漕当

役人がvlるかどうか ,運営委産金で換討 し ,浸ければ今回はみを くるこ

とで按 ど うか｡

玉垣 宮沢氏の試みはvlい と思 うが,-つC､ポス トに対す る応募者が多vl現状

を考えると,今回は 日本人かいい0-､ではないか,若vl人の 意見を伺いた

VTl｡

湯川 外人招碑は今 までをし くず Lに満在希望申 し出があった り,琶際会議に

出席した人に適当に使って きたO-殻に公募す ると覆ると沢山応募があ

って大数たろ う｡今回は両者がか らまざる蟹得 を vl. 切 り離 して ここで

決めるの はむずか Lvlのではをいか｡

国内では就敵難 (米国 では 日本よりもつ と暮い ようだが)の状況に._ある

ので,@VL外人 とするのは決断 しに くい状況だ と,私個人 としてば考え

る｡国際的vTL覆るのはいV'が･･････-･O

今後は外人来聴の きちん とした′レーJVをつ くり,受入れ捗勢をはっきり
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資 料

してほ しい｡

これまでは形式的に も実質的 に も′レーズだった O

小林 (庸) 若手 としては ,人の問題 夜のだ と考え るo d月の段階で外人 も日本

人 と同 じ型で応募 された らいい と思われる｡

宮沢 現在希望 してvl̀る外国人 4人について適当か ど うか考えて, 凌げれば 6

'月に外国 人 も日本人 も一緒vCLて考えては ど うか O

議長 邑内的 をことも配慮 した上で ,運営委員会で きめてV,ただ くのでは ど う

か｡

末包 共用利用樹 の助手 としての役割 を来す入管 とV,lう点は どう考え るか ,求

ス トの 夜い宕V,人が沢山いるとき.外人奪 とるのかV,･V,案 とは ,一徹 U二

はvtえ夜い .1

枚 客員部門的 なものが粘来実瑛すれば ∴ヤU)-方が むしろ外 良 人VLたV'す る

pc･st として適 当で転複vl.かO

宮沢 今 まで一方通行す ぎた O外良 人を受け入れ ることが ,もつ とあって よい.

末包 一般的Vこぼ £V,が,今の墓所にそq"Gi:Lまを､て絞 めることば出 来 覆V,だろ

う｡

板頼 私 も日揮g･,)状況 怒考えて,外良人もてポス トを使 うこ とにはため らvlを感

じる｡

湯川 鮭料 も外 転 .人招堰 O.)場合 O-'方か高いo外包 人招韓 を今 までq?議論を参考

に して ,蓮営委員㌧会L.こ肇せて もらえ夜vlか.

所長ク､提案が了承 された｡

助手eIJ分数は ① ∴④ L,⑨ それぞれの空席 に対 し

① ｢広 い意味 での素粒 子論｣ 任期 5±1.5年

⑨ ｢広vl憲味 での物性論｣ 任鵜 5± 1.5年

③ 上記 ① ,(彰C､うち分野 を とわ を い 任期 昭和 4 5年 9月 1日γ

鞄和 46年 8月 51日

教授について

所長か ら今 まで0､､所長間鮭 の議軒の 車で A,B実 在どかでてV,藩 か ら,か
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を り拘 束されているのでは をV,か とvlう疑問が でたが , A案 とは ｢任 期 5±

2年 で教授 菅公募す る.その中で Al新 しい教授が決って 4人の教授の中か

ら所長 蓉選ぶ A2 顎階の5人の教授の中か ら所長を選ぶ｣とい うことで番っ

た とvlう了解 をした ｡

分野は ｢広 V,意味 で6-)素粒子論｣とす るo

10.旅費劫定V=つV'て

基研 研究部貞会議旅敷璃定 (昭和 45年 4月 1日より施行)

(基桝で行 をわれる場合で,研究会 日数 管 nとす る)

出発地 耗 客 遅 .■■資:L÷~p -日 当 宿泊費

町 ､嘩イ山 台 襲撃琴 ,特急寝台,超特急 (ひか わ,) 自分 臼分

1p~(上野まで)1(東京→ 京都) こね+4. n+ 1

乗車券 ,特急 ,超特急 (ひか り) n+ 2 r3+ 1

東 京 乗車券 ,超特急 (ひか り̀) ri十 1､ I)_

名古屋 乗車券 ,超特急 (ひか り) r+ 0.5 Ⅰつ

金 沢 乗車券 ,特急 T].+ 1.5 r3+ 1

広 島 乗車券 ,特急 r)_:十 1.5 T.+ 1

･博 多 ,乗車率 ,.特急宴 台 r3+2 ㍗.

旅 皆 05 0才未満の 人は運賃誉普連料金 とす る0

050才以上U二人は新幹線以外Q､運賃 を グリーン料金 とす る｡

宿泊費 C',40才未満 の人は上限菅 1泊 1,000円 とし,実蟹 とす る.

C40才以上の人は上限を 1泊 2,000円 とするO但 し北 白川学舎 を

利用 された歩合は,一律 1泊 1,000円 とす る｡

O阪神地方0､人で宿泊 を希望され %_場合 は宿泊 日分の宿泊資を出す O

(但 しノ,交通勢は実往復数) 0

日 当 1日Q)日当は 1,000円 とす る O碩 し,実状にそって世話 人が変更

す る場合 も量 る ｡ (阪神 C1Ⅹは大 体 1/2がふ つ うですO)
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ア トム型研究員の 日当については差 をつけることをやめることVELたO-
＼

律に 800円とした O

京都大学基礎物理学研究所協議員会規程の一部改正VCついて

京都大学基礎物理学研究所協議員会規程一部改正 (莱)

京都大学基礎物理学研究所協議員会規程 の一部 を次の ように改正す る0

第 2条を次 97ように改める｡

第 2 粂 協議員会は,次の各号に転げる者 で組綴するo

l 基礎物理学研究所所属の教官

2 前号以外の素如大学在職の教官Q'うちか ら所長の委嘱 した者若干名

附 臥

この改正醜態は,昭和 45年 4月 1日から施行す る｡

改 正 聾 由

基礎物準学研奔所U,=かける運営 と共伺利用か経験VLrかんがみ ,かつ ,最近 ve

おける基礎物理学の急速 を進展に即応す るため,同研究所協議員会 に同研究所

所属の教官のほか,広 く関係C､各専門分野の研究者 を加え る必掌があるので ,

所要 OT改正を行 をお うとするものである ,.

なお .人事 VC鮮する事項について接,従来か ら避営委貞会vrをvlて審議され,

方針 を決定した後協議員会 vr附読まれてか 少,協議員会は,運営委員会 Q'､魔 議

の結果を尊重 してきてvlそが,今後 もこの点は同線できるO
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新 旧 対 照 表

現 行 改 正 後

(前 略 )

第 2粂 協議員会は,次にL揚げ る

/着々組織するO

基礎物理学研究所教投並 びvC所

長の,委嘱 した京都大学教程若干

掌.たた し,勘教授葱加えるこ

とがで きる｡

(後 略 )

第 2粂 協議長会は,次の･各号 仔揚

げる者で組織す る｡

1 基礎物 鞍学研究所所属の教官

2 前号 L;1外 の 京都大学在願の教

官のうちか ら所長の委嘱 した老

若千 客

附 則

この改正頼経は.昭 和 45年 4月

1日か ら施行す る ｡
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第 50回 運営委員会議事録

1970年 2月 26日 午後 7時～

議 長 湯 川 秀 樹

出席者 運営李貞 (井上 健 ,内山竜雄,高木修二 ,森 聾 ,碓井恒丸,

豊沢 豊,松原武生･永官僚夫･田中 丁,′J＼川修三･′J､林 稔･

牧 二郎 ,松田博嗣 ,玉垣 良三) , 事務長

欠席者 坂 田昌一

議 静 1. 所長問題に関する研究部員会議報岳 .

2'. 所長候補者選考

5. 昭和 45年度併任教授につvlて

4. 湯川奨学生選考

ll. 所長閑静 VC閑する研究部員会議報告

湯 川所長か ら部員会議の経過が報告 され ,これに匪逢 して以下U.7･よ うT3:逮

論が交わされた ｡

田中 ｢今回限 り｣とV,.う意味は ?

湯川 今は過渡 期であるか ら,こ こで決め られた ことは再板討するとV,うこと

で 象 る｡

牧 一･般V=今 後,所長の量考については,これをもとにするとvlうこと転覆

vl｡今回LKついては こうするとV'.う意味O

田中 その時 の事情に よってA ,f3.又は C密とりうる.今回は これに基いて行

なう｡次回蟹拘束 しなvlとい うことですね｡

湯川 部貞会議の議事録に凄,るように ｢適用は今回に限る｣でvTIVlで しょうね.

野中 任期につVlては決 りましたか?

湯川 議論が たかったか ら,前の通 りでvlい と解するO

田中 Aの場合 の所長が亀ねて速ばれると,これまでの議論に矛盾する｡その

場合按限度を考えねば をらなvlだ ろ うO今回はまを,考えを くてV,vlだ

ろ うが｡
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内山 実際 A と決めた場合,郎ち A2 とV,うことだ と思 うo

B 申 APを とるとして も,公募 して適当役人があった ら, 2年後に選ばれれ

ば よvlo

内山 Alで選ばれて所長に在る V C,して も,外部か ら入ってす ぐ基所の所長に

覆るのはむずかしいだろ う｡

牧 Alの場合･選ばれた人は少夜 くとも 1/4の可能性 を覚悟 して･入って

こられるが ,今の5人は違 うとい う面 もある｡

湯 川 脱線するが,至は場合'rhよって非常に中途 半端で参る｡定鑑までいてV'

たた く可能性 もみる｡

鹿川 2年 とvlう任期は過渡期 としてでをZ-; 0 2年で先の見通 しがでて くるこ

とを索望 してV,る.

内山 2年たてば新し く静任 した教接 も憤れるだろ うO

田由 しば らくたては,皆さんの期待される持碁性 とい うもの も変わる と思 う,

指亀性 LJqLも色々のタイプと場合が G.Iるe

内山 Yukawa effecももうすれるだろ うし, 2年たてば所長C'イメージも

変るだろ う｡

湯川 A2で進めてvIVlか否か O

内山 森 田 (正)氏の発言にあるようを A2の拡大 (A5)は部員会議でサポー ト

されをか ったのかO

牧 部員会議で 申し上げた ように,こ､の例では王に入る6,では覆いか,特殊

夜例 として数坤 解析研o'例かあるが,共同利用8..の所長か一方では,他

の学部の専任 としてそ C､大学67管替 運営vr加わってお り,他方でこちら

を併任 とvlうのは,はっ きりしたvlo

内山 前回,私 もA案を提案 したe'だが,被聾挙人が 5客では選ぶ範囲が狭い

ので,併任教授を加えることを考えた C'どうか と思ったのだO

由申 私は,前回 A2 とV'.う皆合は専任 とは言わをかったか もしれ覆いが,現

轍 5人 と申 し上げた と思 う｡

碓井 1/5 とか 1/4 とかV,う確率の数倍がでてV,た｡

田 中 一つの新 しい案 として, 出されるOlをら考え られ る｡

内山 併任 も甥厳 に違いをいので,固執 し孜vlが,その可能性 密質問 したまで
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で 参 る .前 回 ,確率まででてvlたの怒 ら,もとにもどることvC覆るので

取 り下 げ る｡

森 A案 で新 し く教投 を とると在ると,若vl人をとる と考え られ る.

今 の教授 0_)方が潜任 されたのが, 5.4年 前 とV膏 ことを考え合 わせる

と, ど うして も A2陀在ると思 うo

湯川 そ う任期 制 CI:･こと蓉考えると,宕V1人でしょ うね｡

Efj由 今 回 ,モ レキ ュールや7 i-ム塾の応募が増えてvlるのは ,基節の新 しい

方 向 菅示 して いる ようですね｡ '

Alにす るか A2にす るか,採決投票 した.

Al 1

A2 15

白票 1

15

落川 A2として茸･･考す る場合 ,具 体的 に手順 をど うす るか｡

だ由 まず投票 してか ら考えて もよい｡

綾川 そ Gt凍三乗 ,信任投票 替する必要 か奉るかど うか 0

枚 運営委員の互巌で た く,この 中の 5人の中か ら逸ぶ0)だか ら, 5人蛙,

退席 して ,それぞれ につ vlて議論す る方法 もさる｡

内山 議論 し覆 いで,鮭巣 について信任 をす る.

永富 先 L･pJ議論 をすると嘉 ばれた方が大変安住が重 い.

松原､教室主任の よう複軽 い気特でやってvlたたいた方がvlい と思 う｡だか ら

議論 し覆い方がvIVlと思 う.

以上の ような討論が たされた後,投票 が行 孜かれた.

投票結集 牧 10

松田 4

白票 1

15

投票の鮭 巣 , 2/5以上の支持が集 まったので ,信任投票をど うす るか議論が

かわされた O鮭巣かでてか ら信任,不信任 を問 うて ,否 とvlう栗がでれば,

それを不適任 とvlうことVCを 少,まず いの では をいか とい う意見 が出たo
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碓 井 2/5以上の支持があったQ派 か ら信任投票の必要がをいともいえ るO

永宮 ､念のため夜ら,鮭束をみてか らの再投票 とV,4う手 も象る｡

田中 基 節UTP分野控素粒子 ･物性が , 2 :1だ とV,うことを考慮して,信任授

業 してをvlた方がいいのではをいかO

鹿川 皆 さんが よ､かろうと全員納得 した ところで ,支持 してV'ただいた方が ,

今後 も何かにつけてvlいと思 う｡

鮭局,信任投票 を行 覆うことに怒った .

信任投票の鮭果

可 14

白票 1

15

田由 前回の部費会議続審録では,所長候補者の原案を示 し,承認を求め るこ

とVr覆ってvlた｡

湯川 先程,決まった僕栴者 の 名前奪掠案 として,研究部員会議に提案す るこ

と托します O

5. 昭和 45年度併任教授vEつV､て

昭和 45年度は以下の 7氏Vと女鹿いすることV:孜つた.

早川幸男 藤井恒丸 高木修二 小林 稔 松原武坐

井上 健 片山泰久

4. 湯川奨学生逸考

素粒子 ･原子額 隣保 岩泉誠一 匪横松未

補欠順位` 堀̀ 節子 成 田英 二 小林 正典

物 性 匪 係 垣谷俊昭

補 欠暇位 本圃塞が ) 大 畠永生 片岡光生

年度の前半 に をいて補欠の人が くり上がる可能性 がある｡

氷) 運営委員会の後,就職されたので補欠順位が くり上がるO
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丑.昭和 45年 2月 28日 (土) 午前 10時 5 0分

譲 長 湯 川 秀 樹

出席者 田中 -,豊沢 豊,永宮健夫 ,内山竜雄,小川修三 ,森 肇 ,

小林 稔,軽原武生,井上 健 ,高木藤二,椎井恒丸 ,牧 二郎,

松 田博覇,玉垣良三,事務長 ･

欠席者 坂 田昌一

議 静 1. 研究部貞会議の彰告 と承詠

2. ア トム塾研究貞蓮考

5･ 所員補充の件

4･ 協議員会娩定改正の件

5･ 運営委員欠員補 充につvlて

6･ 昭和 46年度勧算:婆求 b/LTっvlて

1. 研究部員会誌報告 と承認

所長か ら幕営が行 なわれ,以下のような補足意見が 出 され承認 された｡.

G所長問題 VEついて

唱和 5 2年 6月制 定G_)所長候補者選考規程によれ虹,第 7条 に ｢所長の

任期は 4年 とする｣とvlう項があるが,今回は申し合せで,任期 2年 と

するO今 後 1- 2年の闇に規程誉かえるか どうか討議をすることになっ

た｡

O新研究部員承認について

大学別 に分けたのは問題が残 るのではないか とい う意見があったOあま

り詳細 を ことを操 作し孜いて,や転 り柚を托 した方がvlいのでは 夜いか

とvlう意見 もi.･つたが承認 された.

o 研究計画について

計算喪L,=つノVlて もしかるべ き機関をつくって,機動的vr避営 してゆかね

ば孜 ら覆い.所外の人 も加わって検討す る稼随葱つ くることを議長団 ･

所員で検討 していただ く｡

O外人招碑 につV'て

今回は候補者 (輝在希望者)が多数萎ったが,以下の方々督招構す るこ
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とに在った .

･素粒子隣保

M.Plato(H.P｡i‡?care =nsも.)

N.班.Nietn (Niels BGhr 工nsti

D.ち.Lichte工〕berg (Indiana)

J.Schwirlger (Harvard Univ.)

L･Hal.perm (Win墾 or,Canada)

･L際子核 隣保

J.Eichler (H.Meitner Znst)

M.Harvey (Chalk fiiver Lab.)

･物性 関 係

EP.C.Hchent:erg (Bell Telephor:e

D.Pines (Univ.of=11.)
Lab.)

A.A.Attrikcsov (Academy of S'ci
tLSSR')

S.Chci (Univ cif N.Carclina)

H.Meyer (DtlkeUniv.)

70年8月 1ケ月

71年 max.5ケ月

70年9甘 1

70年4月～5月 1

70年7月 1

70年8-10月 2

70年4月 1

栄)

70年9月 1

7ロ年9月 1

70年9-10月 1米米)

7ロ年 7月 1

70年9-10月 1栄 米)

栄) 71年度又は 71年 5月か らで もよい｡

米 米) 決定後都合で来 日不可能 とい 5.連絡 がをった｡

尚, Fellowship 的 なポス ト-の希望者は,今回は短期の滞在者でい

っぱいをので ,日本学術振興会の外白人奨励研究 員に応募 される様勧め る

ことに なった｡ (基所 を host =云sti'tuT,e とす る可能性 もをる｡ )

2. ァ トム型研究 員貴考

今野は応募者が多 く,予算の枠の約 4倍 転達 した の で,次 の ような考え方

で茎考が行 夜われた｡(

(11 初めての人 を優先す るo

(21 滞在期間は 1ケ月菅限度 とす る｡

(3) 本年 4月～ 9月以外の期間の索望につvlては ,今回は考え 覆 い O

(4) 研究部員の人は ,年 5回基研 に来所 され る板金があるので,今回 の よう
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に応募が多V,時は .遠慮してvlたた く｡

(5) モレキューJV型研究会で,基所に来 る磯会の多V,人は遠慮 していただ くo

t6) I)1の人は,今後0.1換金を利用 してvlただけると思 うので,本年度後半

以降に再応募 してvlたた くO

(7) 京大計算 センターの利用をかねて来 られる場合 veは,旅韓は大型計算セ

J.グー一利用旅敦で来ていたた き,基研か らは滞在 褒のみを出す｡

(81 奨学生的 ア トム型転,昨任度同様挺用 しなvlことに在っているので,そ

れに準ず る形に在ってvlる場合は ,昨年度同様考慮の外にか く0

45年度前期 ア トム型研究員V=決定 した方 々は次の とうり｡

･林 敬 二 (東大 ･教義 ,助手) ?ヶ月

塚 田 捷 (菜大 .響 ,Ds) 1ケ月

八 幡 英 雄 (東大 .埋 ,D2) 滞在蛍のみ 1ケ月

斎 藤 光 雄 (北大 .型 ,D 5)

樋 渡 保 秋 (金沢大 .理 ,助手)

阿 部 恭 久 (北大 .理 ,助手)

長谷川 俊 一 (早大 .理工 ,助教授)

木 谷 幸 平 (凍北大 .翠 ,D 5)

池 だ 清 美 (東大 .埋 ,助手)

笠 原 克 昌 (早大 .理工 ,D 2)

負 .藤 孟 志 (埼玉大 .理工 ,助手)

長谷川 政 美 (名大 .埋 ,D 2)

1ケ月

.1ケ月

1ケ月

1ケ月

1ケ月

1ケ月

1ケ月

1ケ月

1ケ月

Amar班.aheshWari (東大 .学振外国^研究員 ) 1ケ月

五十嵐 儀 孝 (東大 .轡 ,D2) 1ケ月

川 端 親 雄 (岡山大 .埋 ,助手) 滞在幾のみ 1ケ月

近 藤 弘 樹 (佐賀大 .･理工 ,助手) 1ケ月

森 井 俊 行 (阪大 .基礎工 ,D2) 1ケ月

5.所員補充の件

ノ① 北門助手の後任 ｢広い意味での素粒子論｣ 任斯 5± 1.5年

㊥ 米沢助手の後任 ｢広い意味での物性論 ｣ 任期 5± 1.5年
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③ 中野助手の休職欺乾 (1970年 9月 1日～ 1971年 8月 51日)中の

助手

上記 ㊤ ,④ の分野 とし

｢専門 分野は特忙指定 し夜い｣ 任期 1年

③ の助手のポス トに熊 しては ｢外転人に してはど うか｣とい う話が研究部

員会議か ら持ち越 されたが ,その可能性 密検討 したが ,実際 上,種 々の困難

が予想 され るので ,今 までど う少公募す ること躍在ったO外国人か らの応募

も排除 し覆い とvlうことに在った .

1'i} Jf-:･. 妻,.::

｢広い意味でel･素粒子論 ｣ 任期 5±2年

教授q:t･場合 ,避営委員会の席上で出され る場合 も考え うるO しか し,判

断の資料が必要 をこともさるので,前 もって出され ることが望ましいO

4, 協議員会組帯改正の件

甥行の舞 二条 ｢協議員会は,左 に掲げ る者で組織す る O

基礎物理学衝突所教授並びU=所長の 委嘱 した京都大学教授若千 /t==｡ただ

し,助教授を加え そことがで きる｣

を,下記 U｢よ う(/7:-5T:･改正す ることが鮭案され,異議 役 く了承 された｡

改正 される/# 二条 ｢協議員会は ,次の 各号 に掲げ る者で組織する｡

1. ･基換物異学研究所新鹿の教官

2. 前号以外の京都大学在職 U､教官の うちか ら所長の委嘱した老若千 客｣

5f 運営委員欠員補充につV,て

所長かかわ り,新所長が決った ことをので ,次 にみお くることに した｡

6.昭和 46年度概算要求 vEつvlて

所長が交替す ることも孝､つて,今回は新 しvTlイメ-ジを打ち出す忙は い Vl

機会で 着るか ら,よ く練 _b直 して ,データをそろえて出して いつた らど うか

とvlう意見が出 された｡

文責 林 千 歳
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資 料

基研研究部員会議議長選挙開票結果

o 開 票 基研 共同利用事務室 (片岡,井家)

o 有権者給数 51名

O 技業者総数 45名

C･ 有効得票数 125 (5名連記 白票 4)

d 得票順位及び篠栗数

素 粒 子 .麻子核翫係

① 大 貫 泰 郎 24

⑨ 長 崎 正 幸 12

次 1 山 口 寡 夫 8

次2 中 野 重 夫 7

田

辺

野

･
田

物

芳

渡

中

森

ri

ni

rl■

①

次

次

次

牲

三

藤

係関

重

雄

生

章

7

5

5

r一■r■

上記 の穣 茂鮭巣が出ま したので . 1970年度 の研究部員会議議長は,

大貫泰郎 ,長峰 正幸 ,芳 田 垂 の 5氏にお観vlす る,ことになりました O

片 岡 l親 子
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掲 示 板

お茶 の水女子大学 物理学教室

助教授 (または講師) 公募

･当教室 では次 の要飴 に よ り教官 を公募致 しますC適任者の推薦 ,希望者 の応

募 管お願 い致 します C

1) 公募人員

2) 専攻分野

5) 公募締切

助教授または講師 1名

理許 ,ただ し/専門は間わ を い .

昭和 45年 6月 50日

4) 挺 出書類

∂) 推薦 の場合

1. 推 薦 書

2｡ 略 歴 書

5. 業鋲 の概要

b) 応募 の場合

1･ 履 歴 蕎

2.実存 リス ト

5. 将来の研究計画

4. 本人につ いての照会 に答え て頂け る方 の氏 名 (2名以 上)

連絡先 東京 都文京区大東2丁目1-1 (郵便番号 112)

お茶 の水女子大学 理学部 物理学教室 主任

石 黒 英 〟

電話 (o5)- 945-5151

備考 適任者が 覆い ときは採 用を保留 します ｡
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掲示板

F.eport on‡)rcgress in Lattice工)yna皿ics

in Japan の原稿募集

1969年秋 , 日本における姑晶格子力学の研究状況 と成果を海外に広 く,

且つ早 く知 らせ ることを目的 として,Report cr)IProgress inLatt.ice

Dyr3amits inJaprr).(RPLDJ)の第 1号管刊行V,た しました.内容は各

研究 グ)I,-プのア ドVスとメンバー リス ト,主を研究 テーマ,研究活動 の状況

と最近の成果 の敵 夢 ,及び,発表論文 リス ト,の 4つか 仁一在ってvlます0年 1

回発行eI･予定で,日下第 2号 を準備中です｡

刊行の際 ,十分準備 したつ もりですが,なお遺漏があったこと蟹おそれますム

前回衛案内をさしかげ夜かった方で,寄稿 を希望ざれる方は,ふ るって原稿を

お寄せいただ きたvlと存じますO各頓 首の書 き方につvlて按下記 を観 参照下さ

Vlo

(11 グJt,-プのア ドレス とメンバー リス ト: グ)i,-プのメンバーが地域的

vc巣申してV､る必寮轄rzく.また複数で 7,.る必要 も複V'｡各 メンバ

-毎にア ドレスIk記す ことO

(21 主 査テーマ : 触単に箇条巻 きIrLするo

t3) 研究活動 クー状況 と最近の成果 の鹿聾∴ 研究の フィロソフィー,プロジ

ェク †及ひ成巣 の アウ トライン蟹タイプ (double space)で,

2-5枚にま とめる｡はっ きりした経論奮緒 るに至 ら夜vl研究 や,

スペキュV -ションなども含めて よvl｡

参考論文 リス トを付 して よvlが ,必妥最少限度にすること｡

(4) 発表論文 リス ト: 笠着電,表妙,雑誌 名,または著 者,巻 (年)ペー

ジの順V=記 して下 さvl｡略記法は ,Jc}urnalお,よぴ JJAP投稿

規定に準 じること｡

締切は 1970年 8月 50日としますO夜を,RP.Lf)Jの第 1号 を鶴希望の方

は下記 に女帝しこみ下 さV'｡但 し残部は少数 をので先着順にさせて了員きますo

連絡先 札幌市北 10粂 匹i8丁 目北大理学部

物畢学教室 葡 淳 一

電話 10122- (71)-2111,内線 2687
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掲示板

基 耐 研 穿 部 員 会 議 議 鮮 募 集

基礎物博学研究 所研究都農会議が 6月下旬頃行 覆われる予定ですので ,議題

がございま した ら提案 ･趣 旨とともVL5月 51日必着で下記にか顛し込 みく下さ

LハO

京都而左京区北白川追分町

京都大学基礎物軍学研究所

研究部員会議茅長団

代理 片 岡 童 子

基軌 新究計画 ア t.ム塑研究員募集

京都大学基礎物軍学研究所

所長 牧 二 郎

昭和 4 5年度 後期の基研研究計画及びア トム型研究員を下記0二㌦ように募集致

します.従来aつ鼻勘 ･短殿 ･モレキューJV塾研究計画の外に,形式 ･内容共V=

新 しV,l研究計画6,､応秦 も歓迎致 します O

叉,ア トム塾献策貞転㌦ 大学院生 を含む研究者 を対象 とし,個人が当掛究所

に湛在 して研究管続 けてvlたた くも07･です｡多 くの方が ア トム整掛究員 として

基樹で掛究される ことを希望致 します｡

言己

1. 応募必要事項 (適当75:用紙に轡記入下さい) (

A 研究計画

長斯研究計画 (あるテーマについて数 ヶ月か ら1任にわたって連絡

をとりつつ研究 を行 覆 うもので,普適任 1- 2回研

究会を行 なってV'る)0

短期研究計画 (孝.るテーマについて数 日間研究会を行を う) .

モVキュー)i,塾研究計画 (数人が随時連絡 をとりつつ郡資 を行をう).
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掲示板

等の研究計画が従来出されてvl.ますが,これ らvTLとらわれ な い新 しい

塾の研究計画の応募 も歓迎致 します｡

イ)研究 テーマ とその内容

(内容 につV'ては主旨及び間藤点を明確に書いて下さvl o )

ロ)世話人及び提案説明者

世話人 として主 を研究計画立案者 を二人以上あげ,その中の一人密

連絡賀住着 として指定して下 さい｡ 6月下旬の基研研究部員会読で

投薬の説明を していただ きますので,提案説的者 哲きめて下 さい｡

尚 ,基研研究部員が参加者 にvlる場合は 怒るべ く研究部員が 提案説

明 をして くたさることを希望致 します｡

ハ) 研究会及びそ の 他の会合の帥催希望時期

ニ)研究会及ひそU二･他の会合に参加す る研究者o二)予定数

ホ)旅哲及ひ校賀CTL必整紘

(項 目別に明記 して下さvl｡)

B ア トム型研究員

従来 ア トム型研究厨は 1月末, 5月未の年 2回募集してお りましたが,

45年度は 9月末に も募集致 します O

尚,他の研究計画 と匪速 さゼて申 し込まれる場合 はその旨明記 して下

さい｡

イ) 所属,身分及び連絡先

ロ) 融 資計画

(計画0､､内容,基掛に来 る目的哲なるべ く具 体的に崩緩己入下 さvlo)

ハ) 騰在布整時如及び期間

酷在親閲は原則 として 1ケ月～ 1年 と篭ってお りますが ,場合によ

っては 2遊間穆度でも牡鹿です｡

(今 回は昭和 45年 1 0月か ら昭和 46年 5月CT.方を募集しますO)

応募者が-終期に穀到し,基所の収容能力哲こえる場合 は一部時期

の変更を女鹿vtすることもを′ります ｡

(昭和 44年度の利用者は蒔在 1ケ月が 15人,4 0日が 5人 ,2

ケ月が 9人で した O)
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掲示板 .人の うどき

2. 予 算

末 だ 予 算 は据 恵 して い ませ んが ,昨 年 度 の例 か ら考 え ます と,後 期 分

として

旅 鎗 1 7 0万 円 -/校 資 1 5 0万 円

位が見込 まれ ます 0

5. 〆 切

5月 51日 (必静)

基礎物理学研究所研究部 匪会議 及 び運 営 萎 貞 会 (6月 下 旬 叉 は 7月 上

旬)で決崇しまサ0

4, 宛 先

京都摘左京区北白川追分町

京肴.,大学基藤牧:理学研究所 共同利用事務室

尚,封筒の表V=研究計画叉はア トム塾研究員応募 と明記 して下 さvlcI

人のうこき

o 戸 田 盛 和 氏 (東京教育 大学 ･琴)

5月 よ り明年 1月 まで SJFGPaulo大学に満在

ct ,1､ 暮 陽 三 氏 (埼玉大 ･教育 )

同 上

O 遠 藤 将 - 氏 (京大工)

4月 1日より北大琴 ･扱理 ･高圧物轡研究室に配置換

o 間 々 田 博 司 氏 (東京教育大)

4月 よ り名大 ･工 ･航 空学科 -赴任
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掲示板 .人の うどき
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ニ ュ-云 :ぉ酢9･･プレプ リン ト嚢内

ニ ュー･･･ス

物性談話会 (北大)

1月 25自 粛､藤 菩 彦 氏 (東大物性研)

Ⅹ線の異常分散の応用

2月 15日 寺 本 英 氏 (京大埋)

Maxwellの nemOnの話

5月 17日 毛 利 信 男 氏 (北大理)
複纏を娃晶梅遷を もつ遺移金属簡

合金の穐性

お 断 り

本誌 Vo115 No.6抱敏の海外だ より ｢伊豆山一 金沢｣の手紙は随所に

中略が あ りますQ7.で ,全文 の如 く取って誤解 されません よう,進 んで を断わ

り致 します O

(編集部 )

プ レプ リン ト案内

〔東北大 ･工 ･応物,桂〕

O Kinetic Equations and Time Correlation FurlCtioI】S Of

CriticalFluQt･ua_tions (KyoZliKaw･eSaki)

D SCLund Attenuation a.rl.a Dispersion near th,eLiq_uid-Gas

CriticalPoi‡コも (Kyoz,iKawasaki)

o Spin Correlation and ErltrOpy

(H.F･alk and M8SuO Suzuki)
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プレプ リン ト案内

1

o On the MagneticPhase-Boundary of the Sbin~亨

He･isenberg FerromagrleもicModel

(G.A.Baker,Jr.ar.a J.Eve aI〕d G.S.Rushbrocke)

aOr. the High Density LiⅡ.it ofHeisenberg-aI〕d Zsing

FerromagrletS (Th.Niemeijer)

c Entropy Tr3equalities (HuzlihircIAraki and E.H.Lieb)

o Specific-Hea.七, Critioa1-Singularity RouI〕dir3-g due

+ucjLa七tic･e Compressibiliもy

(G.A.Baker,Jr.and J.W.Essan)
′

oSc･me ExpaIコSic･n Coeffic･ier]ts with Applicati(叩_tG Pade

Approxiinant ∂nd Cumulant Methcld

(C.Kaw･ata七a,M.●suzuki ar'd S.Hitotumatu)

o Magr3_etic Susc･epもil=ility for the He,lf-Field Hubtard-

MGdel (Minoru Takahashi)

C Thef弓.土gorcusTheorems for the 吾eisenbeTg Ferromagnets

(TarG Asano)

〔束北大 ･工 ･応 聾 ,守田〕 ､

o Hard SphereGas iTl もheFirs+uCovering SphereApprrⅩ-

imation (A.Sabry)

oOr+Fluids c･fParticlesWith Shorも BanFe Re∋T)ulsion

andWeak LorgRangeAttractive =rtteractiorl工=: The

Twr,ParticleDistritutic･n F.unct,ior!

(Johr 丑.Jalickeeand Arr)old J.甘.Siegerも)

o Thef!_ole cTJfDrc'plets and_Bubbles iT] the Cond.ensation

of the OrleDimensional Gas ofKac,UhleEbeok and

Hemmer (J.B.JaliQkee and F.W.Wiegel)

o On もbe 工〕erivaticn cT,i theBell-Hirota RepresentaもiCln

of the Parもiticn Function fC-r Znt,eracもingBosoms

(J.a.Jeilickee and F･.W.Wiegel)
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プレプ リン ト案内

〔東大 ･埋,久保 〕

c Spat･ial Dependelr3Ce Of a Supercor_ductiveOrderPara一

meterwith Rondo Fffecも (Toshio.Sod亀)

o A Nctもe cn a 工ニistribution Cffteiaxaticn Time ir Ferrc-

electrics Iユear the Curie Tercper∂ture

(Takec'Matsutara)

c Theory CfTranslatiGT?_al a三つd Orier三七atior?.al Melting

with Application to Liquid Crystale (I)

(KenjiK.Kclbayashi)

o Pairirlg Treatmen+u of Lntera.ctirg Localized MoIEents

in DiluteM∂gneticT,AllclyS (fi,H.ParmerH,er)

o TreaもmerHJOfPairirlg iT.7hAe7rjy-f3ody､Systems by an

玉Iqua七ioI〕-Of-11抽 i･10TiMethod (fi.H.Parmerlもer)

0 万厄†･rc･･T,y lTnequaユities･ (H･L7.Zihiro Araki a_‡コd F.冒.Lieb)
′

Q EL(-,江 e 茸Xpansio‡〕Cnefficie工∵bswit,h Applicat･i(Ir? to Pade

Approxi.m∂nt ar.､d Cumularlt Met,hod

(C_KaWaba毎 ,班.Suzuki and S.Hitc七umaru)

c Ot､servai.,i(1n (〕f Zerr'-.Pnint Spin Deviatiorjirj.Antife-

r- magnetic･K5Fe(CN)6 (K･Ono,rLrl･Shinohara,A･=t･G,

N.Sakai a.r_a M.LCl{ue,rl∂g∂)

o fiaJTLar:Scat･te,ri‡フg byMagrTiOnS iT!fi∂re 甘arth Metals

(班.=riC,ue arid T.Mo‡･iya)

〔東大 ･教養 ,斎藤〕

o TheRigorous Theorems for theHeisent･ergFerromagrjet･S

(T.Asa.I)O)

〔名大 ･理 ･物聾〕

o Disもributic･r!of hT･igenfrequencies fcir もheWave-Equaもー

ion in a.FiniteDomain

l-Three-1ji皿er与Sicnal PrくつbleICWith SⅡ;oo七h Bcurldary
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編集後記

Surface (fi.Baliarlar)a r?.Block)

o Theory ofMagneti()Impurities irISupercc･rlduc十ors-Tt:

Depressiorlof the Trar3SitioⅠコTe皿Perature

(EL.Muller-Hartmar_r3and J.Zittartz)

編 集 後 記

今年は 5月頃か ら全包的に天候が少 し不順の よ うです ｡京都 に於て も桜の開

花がお くれてV,ま したが,花C､命は短 く, も う殆 A.ど散って しまった ようです .

さて , ｢物性研 究｣懸賞論文CI･･鯨切 も漸 く終 :Y), 5月 , 4月の編集会議は ,

そ の内容cT敏 討 むて可 蚊野間をかけま したo

編集員一同色々議説教 しましたが ,鮭巣に於ては別 G7.形で発表される予定で

す ｡､唯純学術論文 ,Jl申 もて一致 して拒ゼん出来 る優秀 復ものがあるか ,否か ,柄

集員一同判断かつ きかね,結局et､所 Vフェリ-を選んで ,その人蓮の意見 を聞

くことVTL､怒りました｡感賞論文募 集要項の･由に tt狭 vl領域内のみでの･職人的 な

仕事 に陥 りかち夜憤向 を除 き,括激 怒研究 の推進 を転かるためには ,た とえ未

完成で も塾要 か華儀 ,他の分野 とのBpf･蓮等を捉起 し示唆するよ うな論文 の投稿

を求める･･････"とあ りましたが .今 後 も.tUlよ うを論文が投稿 されることを顛

待致 しています｡一昨年当 りか ら学問の本蟹等むで就て より根本的 な立場か ら色

々酎穣鮭が抱起 されて来ましたが,これにこたえ得 るような論文が投稿 され る

こ とは ,多 くの嚢重たエネ/レギ-を替 した大学 ,科学の孝,,り方等忙対す る運動

を無駄に LをV'ことの一つで 費ろ うと思ってvlます｡そのために.は矢張塀在の

鞄敷 郁 夫況QT.車か ら若い研究者の人達が,特に飛躍 され ることが望ましい と思

vlます ｡

新年度 に入 り,編集員として精力的に活躍 された米沢さん,本貯さんが夫 々

東工大,各大に近 く移 られることに 篭りました｡それVC代 り学振舞学生 として

京大蝉学部か ら基研忙来 られた石井 さん と,京大教善部の越野さんvTL新vC,京都

編集員管術戚vlす ることV?Lt孜 りました｡ (ど.T.April 24,1970))
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